
 

第○学年 学級活動(１)指導案例（細案）説明入り 
 

                                                     日 時 令和○年○月○日（○） ○校時  

                                                     対 象 〇年○組 ○名 

                                                     指導者 ○○ ○○ 

 

１ 議題 Ａ案「（例）がんばったね集会をしよう」 Ｂ案「（例）よりよい学級生活をつくろう」 

      学級活動（１）Ａ案「ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決」 

Ｂ案「ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決」 

 

 

２ 議題について 

（１）児童生徒の実態 

 

 

 

（２）議題選定の理由 

 

 

 

３ 評価規準 

 

 

 

よりよい生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

例：～理解している。  
～身に付けている。 

例：～見いだしている。  
～実践している。 

例：～図ろうとしている。  
～取り組もうとしている。 

 

４ 指導と評価の計画  

 

 

 

過
程 

時間 児童生徒の活動 指導上の留意点 
○目指す児童生徒の姿 
【観点】〈評価方法〉 

事

前

の

活

動 

 
 
 
 

○月○日 
（ ） 

休み時間 

 
 
 
 
・提案ポストの議題案を確認
し、選定する。 

（計画委員会）※１ 
 

 
 
 
 
・議題選びの視点を念頭にお
いて選定することを指導す
る。 

 
 
 
 
○「がんばったね集会」への
見通しをもち，意欲的に取
り組もうとしている。 

【主体的態度】 
〈学級会ノート〉 

 
○友達のがんばりを認め合う
ことができる集会の内容を
学級会ノートに書いてい
る。 

【思考・判断・表現】 
〈観察・学級会ノート〉 

○月○日 
（ ） 
帰りの会 

・議題を決定する。 
（学級全員） 

・計画委員会で選定した議題
案をもとに、学級全員で決
定する。 

 
 
 
 

議題及び学級活動（１）の内容を記述する。 

各学校で定めた評価の観点に基づき設定する。議題ごとに設定するのではなく、内容のまとま

りごとに評価できるよう設定する。 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関す
る参考資料 特別活動編」を参照し、Ａ案及びＢ案
の二つの例を示します。 

「事前の活動」は、児童生徒の活動（アンケートやノート等の記入）や教師の事前準備
等について記述する。 

児童生徒の学級生活や学級活動における実態などを記述する。 

 

事前の指導・事後の指導を含む学習過程を工夫します。その際、児童生徒が見いだした課題
について、意見の違いや多様な考えを認め合い、折り合いをつけ「合意形成」したことを実践
し、振り返る活動を取り入れることが大切です。 

 

議題が設定された背景や教師の指導観などを記述する。 

 



 

本

時 

〇月〇日 
（ ） 
〇校時 

・話合い活動 ・他者と協働して取り組むこ
との大切さを理解し、合意
形成の手順や活動の方法を
身に付けるようにする。 

〇多様な意見のよさを生かし
て合意形成を図り、信頼し
支え合って実践している。 

【思考・判断・表現】 
〈発言・観察〉 

事

後

の

活

動 

 
 
 
○月○日 
（ ）～ 
○月○日 
（ ） 
休み時間
等 

 
 
 
・係ごとに計画を立てて、協力
して準備をする。 

・帰りの会などで係ごとに経
過報告を行ったり、お知ら
せを伝えたりする。 

 
 
 
・係は必ず複数名で担当し、
全員で協力して活動できる
ようにする。 

・準備の進捗状況を途中で確
認し活動意欲の継続化を図
る。 

 
 
 
〇「がんばったね集会」のめ
あてを意識して、友達と協
力して取り組んでいる。 

【思考・判断・表現】 
〈学級会ノート〉 

○月○日 
（ ） 
〇校時 

・「がんばったね集会」を 
行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・集会のねらいを確認し、協
力して実践できるようにす
る。 

・協力したり工夫して活動し
たりしている児童を称賛す
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１計画委員会 

話合いに必要な一連の活動計画を立て運営するための組織です。司会、黒板記録、ノート記録

等で組織されます。学級活動（１）は、児童生徒の自発的・自治的な実践活動が大切であること

から、計画委員会による活動が重要になります。 

一般的には、司会と記録（黒板・ノート）を「司会グループ」、それに提案者と教師を加えて

「計画委員会」を組織します。なお、「計画委員会」のほか、「学級活動委員会」「学級委員会」

等として組織する場合もあります。 

「事後の活動」は、児童生徒の活動や教師の支援について記述する。 

「目指す児童生徒の姿」には「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、事前の活
動・本時・事後の活動の一連の活動について、評価規準を具体的に記述する。その際、
事前の活動・本時・事後の活動の中に、全ての評価の観点を適切に設定する。 



 

５ 本時について  

Ａ案 話合いの順序を分かりやすく示した様式 

（１）本時のねらい（目指す児童生徒の姿） 

 

 

（例）１年間の互いのがんばりを認め合う楽しい「がんばったね集会」にするために、集会の内 

容を考えることができるようにする。 

（２）本時の展開  

主な活動内容 指導上の留意点 
○目指す児童生徒の姿 
【観点】〈評価方法〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ はじめの言葉 
 
２ 計画委員の自己紹介 
 
３ 議題の確認 
 
 
４ 提案理由や話合いのめあての
確認 

 
５ 決まっていることの確認 
 
 
 
６ 話合い 
話し合うこと① 
「何をするか。」 
 
 
話し合うこと② 
「がんばりを認め合う工夫はどう
するか。」 
 
 
話し合うこと③ 
「どんな係が必要か。」 
 
７ 決まったことの発表 
 
８ 話合いの振り返り 
 
 
９ 先生からの話 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 おわりの言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・めあてをもって自分の役割に臨めるよう
にする。 

 
 
・提案者の思いや願いを全員が理解し、学
級全員の問題であることを確認する。 

 
話合いのめあて 
「がんばったことを振り返ることができ
る集会の内容と工夫を考えよう。」 
・決まっていることを確認する。 
① 日時…○月○日○時間目 
② 場所…教室 
③ ゲームで１つ、それ以外で１つ 
・司会が進行に困った時は方向性を示唆
し、児童生徒の合意形成を方向付けるよ
うな助言はしない。 

・自治的活動の範囲を超えそうな場合は、
適切に助言する。 

・必要に応じて、自分の意見に固執せず、
納得したうえで考えを変えるなど、折り
合いをつけて合意形成を図ることの大
切さについて助言する。 

 
・これまでの集会の経験をもとに必要な係
については事前に短冊を用意しておき、
今回新たに必要な係について話し合う。 

 
 
・よかった点や課題について自己評価し、
友達のよかった点などについて相互評
価できるように助言する。 

・先生からの話（終末の助言）では、「①
前回の話合いと比べてよかった点、合意
形成したことへの価値付けや称賛、②今
後の課題、③計画委員へのねぎらい、④
今後の見通しや実践に向けての意欲付
け等」について簡潔に述べる。 

・提案理由を意識した発言や建設的な発
言、意欲的に参加していた児童を称賛す
る。 

・実践への見通しをもち、意欲が高まるよ
うに言葉掛けを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇これまでの集会活動の経
験を生かしたり、友達の
意見のよさを生かしたり
して、「がんばったね集
会」の内容や工夫につい
て考えている。 

〇みんなでがんばったこと
を認め合う内容はどれが
よいか根拠を明確にしな
がら発言したり、友達の
意見と比べて聞いたりし
ている。 

【思考・判断・表現】 
〈発言・観察〉 

「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、本時で目指す児童生徒の姿を具体的に示す。各
学校で定めた評価の観点に基づき設定する。 

主な活動内容 
本時の活動の流れが分かるように記述する。 

指導上の留意点 
話合い活動に沿って、指導・支援の意図、指導方法の工夫等について留意すべきことを具

体的に記述する。 
「～する児童生徒に対しては、～について～することで～できるようにする」等、児童生

徒一人一人に応じた具体的な指導・支援が分かるように記述する。 
目指す児童生徒の姿 
本時のねらい（目指す児童生徒の姿）と整合した評価規準を具体的に記述する。「十分満

足できる活動の状況」について、抽象的な文言ではなく、具体的に記述する。また、評価の場
面は１、２箇所に絞る。 



 

Ｂ案 話合いの流れを児童生徒主体で段階ごとに示した様式 

（１）本時のねらい（目指す児童生徒の姿） 

 

 

 
（例）・互いの意見や可能性を生かし合った話合い活動の仕方を身に付けている。 

・異なる意見から共通点を見いだし合意形成に向け（個人として）取り組んでいる。 

 

（２）本時の展開 

段
階 

児童生徒の活動 

〇目指す児童生徒の姿 

 【観点】〈評価方法〉 

※指導上の留意点 

導
入 

○
分 

 

 

 

 

 

１ ワークシート「よりよい学級生活をつくろう」を活用して自分が

宿題で考えてきた学級目標を確認する。 

 

展
開 

○
分 

２ 「よりよい学級生活をつくろう」を活用してグループで意見を出

し合い、まとめる。 

・自分が考えた学級目標を発表する。 

・発表している人の考えを聞き、ポイントをメモする。 

・グループとしての学級目標案を考える。 

 

３ 全員で学級目標を決める。 

・各班で決めた学級目標案を発表する。 

・「よりよい学級生活をつくろう」を活用して、発表している人の考

えを聞き、ポイントをメモする。 

・学級委員が調整役を果たしながら合意形成に向けて練り合う。 

 

・折り合いを付け、学級目標を全員で合意形成する。 

・合意形成した学級目標を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

○互いの意見や可能性を生か

し合った話合い活動の仕方

を身に付けている。 

【知識・技能】 

〈ワークシート〉 

 

○異なる意見から共通点を見

いだし合意形成に向け（個人

として）取り組んでいる。 

【思考・判断・表現】 

〈ワークシート、観察〉 

終
末 

○
分 

４ 実践に向けて 

・担任からの合意形成した過程や全員で決めた学級目標に対する思い 

 を聞く。 

 

５ 学級目標を実現するために（予告） 

「次の活動は、学級目標を踏まえて個人の１学期の目標を決めても

らいます。」（担任） 

・自己評価表を切り離し、担任に提出する。 

 

※児童生徒の思いを大切にし

ながら、学校・学級として育

てたい資質・能力についても

コメントする。 

 

６ 板書計画 

 

 

「内容のまとまりごとの評価規準」に即して、本時で目指す児童生徒の姿を具体的に示す。各

学校で定めた評価の観点に基づき設定する。 

児童生徒の活動 

本時の活動の流れが分かるよう、児童生徒の立場で具体的に記述する。活動の具体、

指導上の留意点、目指す児童生徒の姿の記入についてはＡ案を参照する。 


